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1. 被服 地の白さを評価するには生 地の白さと螢光の

効果 を総合し て考えなけ ればならない。 螢光におよぼす

要因は種々あ ると考 えられるが， 今回は生地 の白さの程

度 と螢光増 白剤 の種類お よび濃度 か螢光エネル ギーにど

のように影響する かを明 らかにし たい と考えた。

一方ＡＬＬ ＥＮの報告に よれば，数カ所の反射率測定

値よ り算出して比螢光を求 めるこ とができる。 さき の実

験値 と理論値 の間 に ど の よ うな系統性 がある かを検討

し ，螢光におよぼす要因の追求に応用す る。

2. 白さの種々異なる生地に螢光増 白剤 の濃 度をかえ

て増白を行ない，螢光エネル ギー分布 を求 め，生 地の視

感反射率との関連性を検討した。

さらにＡＬＬ ＥＮ の式より求 めた値を理 論値 とし て両

者の検討を行なった。

3. 生地の白さが異 なる場合はそ の視感反射率 が高い

ものほ ど比螢光は大である。 また螢光増 白剤 の濃 度を変

化させた場合も生地 の視感反射率 が高い ものほど一定 濃

度までその効果 が増大する。

なおこれらの実験値 とＡＬＬ ＥＮ の理論値の間 には，

ある系統性が認 められ，これを応用 すれば螢光 の要因追

求に役立つもの と考え られ る。


